
























る」、「投げる」、「跳ぶ」を選び 25 ｍ走、テニスボール投げ、立ち幅跳びの 3 種目の検査を春と冬の 2 回（実施日：
平成 26 年 5 月 30 日、6 月 20 日（春）と 12 月 12 日（冬））に分けて行った。
　もうひとつは保護者を対象とした運動生活調査である。調査項目は笹川スポーツ財団が実施した「4 ～ 9 歳
のスポーツライフに関する調査 2013」を参考に選定し、子どもと保護者の運動に対する意識と生活の中に運動
をどのように位置づけているか現状を把握した。加えて、運動会に関する意識も調査し、園の代表的な体育的
な行事との関連性も分析してみた。調査は平成 26 年 12 月に実施し回収率は 100％であった。
　最後にこの 2 つの調査結果を踏まえて担任の先生と意見交換しがら、子どもの運動や運動遊びの取り組みに
ついて振り返りを行った。今回対象としたのは佐世保市内のＡ幼稚園年長 1 クラスで 21 名が在籍をしている。
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　図 1 は春と冬に測定した 25m 走の個人記録の変化を示している。2 回とも測定できた 20 名のうち 85％にあ
たる 17 人の子どもたちの記録が向上していた。図 2 の評価点でみると 25%（5 人）が下がっていたが、30％（6 人）
幼児の豊かな運動生活づくりに向けた環境整備に関する予備的研究
—13—
が向上し、45%、（9 人）が横ばいと、75％が維持向上している様子が窺える。図 3 は評定点の出現率を比較し
たものであるが、春に比べて冬は 2 点の出現率が 33.3%から 10.0%に減り、3 点の出現率が 38.1%から 70.0%に
増えている。平均値も 2.81 から 2.95 に上がっており、4 点台の出現率は減っているものの、2 点台から 3 点台
への変化が全体的な能力の向上に寄与していると考えられる。
②立ち幅跳び
　図 4 は立ち幅跳びの個人記録の変化を示している。60％（12 人）の記録が伸ており、40%（8 人）が低下している。
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評定点をみると（図 5 参照）、10%（2 人）が伸びており、45%（9 人）が横ばいと、55％が維持向上している。
出現率をみると（図 6 参照）3 点台が 61.9%から 30.0%と減少し、2 点台が 23.8%から 45.0%と増えている。平
均値は 2.76 から 2.35 に低下していることから、この変化が影響しているものと考えられる。
③テニスボール投げ
テニスボール投げの個人記録は 35%（7 人）が上がっており、65%（13 人）が低下している（図 7 参照）。評




傾向よりも良い傾向であったが、冬は 3 点から 5 点までの子どもたちが少なくなり、1 点から 2 点の子どもた




















　表 5 の子どもに身体を動かすことを進めるかどうかについては 90.5%が勧めているが、「よく勧めている」の
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